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1. はじめに 
 東海自然歩道は，昭和 44 年に厚生省国立公園部に
所属する大井道夫によって発案された．厚生省は「構
想原案」として，大まかな自然歩道の経由地を選定
(図 1)していた１）が，事業主体を地方自治体にして，
詳細な経路選定から歩道建設までを委ねていた．そ
のため，経由する地域によって，個性ある自然歩道
が完成した． 
これまで東海自然歩道の構想は，自然保護策より

も「歩くことの復権」や「人間性の回復」，「自然と
のふれあい施策」などの自然利用策に焦点があてら
れてきた２）．しかし，東海自然歩道には，高密度に
設定された自然公園地帯によってグリーンベルトを
形成させ，大都市周辺の自然環境を保護する目的が
あった３）．そのために，自然歩道の両側 100m を国
定公園に指定する公園計画が検討されていた４）．東
京から大阪までを結ぶ東海自然歩道は，このグリー
ンベルトの中心線となるように建設された５）．ただ
し，この公園計画は，愛知県から京都府にかけての
一部の区間における 4 つの新規指定と 4 つの区域拡
張(図 2６）)にとどまり，東京・大阪間を結ぶような
グリーンベルトは形成されなかった．岐阜県は，国
定公園の指定を実現させた数少ない県の一つであっ
た．本研究では，歩道建設による自然利用策だけで
なく，自然保護策であった公園計画にも焦点をあて
ながら，岐阜県において東海自然歩道構想がどのよ
うに実施されたのか把握し，県のねらいを明らかに
することを目的とする． 
 

2. 岐阜県における歩道建設と公園計画 
(1) 歩道建設 
岐阜県は，厚生省が策定した「構想原案」に対し，

愛知県側のルートを根本的に変更させる要望を出し
た７）．昭和 44 年 1 月 26 日には，新たな東濃コース
として，追加要請８）を行っていた．厚生省が同年 5
月に発表した「最終路線案９）」には，県の要望した
東濃コースが追加(図 3１０）)されている．県知事は，
昭和 44 年 1 月 15 日の時点で，厚生省に対しモデル
コースの誘致を行っている１１）．この要望は，同年 2
月 9 日に承認１２）され，実際にモデルコースが県内
に建設１３）された．このように岐阜県は，構想発表
の直後から迅速かつ意欲的な姿勢で，自然歩道建設
に取り組んでいた． 
詳細な経路選定についても，厚生省からの補助金

に頼らず，県単独で調査に乗り出そうとしていた
１４）．昭和 44 年 8 月 20 日から 1 か月かけて，県は
全コースの現地踏査を行った．その結果，「都市化す
る地域を避け，自然を楽しみ，文化財など興味地点
を多く取り入れるという旨にそぐわないところがい
くつかあることがわかった１５）」と再検討を行って
いる．このように岐阜県では，自然歩道の周辺環境
にも配慮しながら，経路選定が行われていたようだ．
しかしながら，県下の自然歩道の一部は，市街地を
経由するだけでなく，県道を利用した．その区間は，
東海自然“車”道と揶揄される１６）ほど，自動車の交
通量が多く，自然歩道として不適格であった．この
ように完成した東海自然歩道は，必ずしも自然歩道
として相応しいものではなかった． 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1「構想原案」の計画路線図と公園配置図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

図 2 一部，実現された帯状の自然公園地帯 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3 東濃コースが追加された県内経路図 
 
 (2) 公園計画 
 昭和44年8月に実施された全コースの現地踏査の
項目には「自然歩道沿線の両側 100m を国定公園化
することの検討１７）」があった．昭和 45 年 12 月に，
西濃コースの区間において，揖斐・養老・関ヶ原国
定公園が指定１８）された．この国定公園は，自然歩
道に沿うように指定され，図 4１９）のようなグリー
ンベルトの形成が確認できる．ただし，この国定公
園の区域は，元々，「揖斐及び伊吹県立自然公園の区
域並びに養老山系一帯の地域」２０）であり，比較的
容易に国定公園を指定できる状況であったと推測で
きる． 
一方，東濃コースでは，新たな国定公園は指定さ

れていない．しかし，構想当初には，東濃コースに
おいても新たな国定公園を指定する計画があった．
県観光課の「東海自然歩道整備計画の概要２１）」（昭
和 45 年 9 月 21 日作成）には，「美濃・奥三河高原国

 



定公園の新設 本件内は惠南地域」，「飛騨木曽川国
定公園の区域拡張 旧中山道沿線の地域」と公園計
画が記述されている．つまり，岐阜県は歩道建設だ
けでなく，自然保護にも意欲的姿勢がうかがえたが，
すべての公園計画が実現したわけではなかった． 
 

3. 厚生省，市町村の動向と県のねらい 
岐阜県の取り組んだ歩道建設と公園計画の顛末を

一望すると，必ずしも県の思惑通りに推進されたわ
けではなかった．これらの事象を検証するために，
構想元の厚生省の方針や市町村の意向について整理
する． 
(1) 厚生省，市町村の動向 
昭和 45 年 3 月，厚生省は地方自治体に対して，予

算削減のために「既存の道路の活用」を求める要請
２２）を出した．県はすでに「昨年中（昭和 44 年）に，
何回も全コースを現地調査，地元市町村とも協議の
うえ，コース決定２３）」していたが，要請通りに再
調査を行ったようだ．この厚生省の方針転換が，歩
道経路を市街地に誘発したために，自然歩道として
相応しくない区間も，東海自然歩道として利用され
た可能性がある． 
東濃コースが通過する各務原市では，市企画課や

商工観光課が，公園指定によって都市開発が阻害さ
れると懸念し，国定公園の返上を考えていた２４）．
さらに，各務原市は，東海自然歩道の一部を観光道
路として作り変える計画を立案２５）していた．この
ように県レベルだけなく，市町村レベルで動向を整
理すると，自然保護よりも開発重視の意向がうかが
える． 
(2) 岐阜県独自のねらい 
このような状況の中、岐阜県はどのようなねらい

をもって東海自然歩道構想を推進したのだろうか．
昭和 44 年 1 月 26 日の新聞記事には，「県内の観光開
発とからめて理想的なコースにする２６）」とあり，
県は構想当初から観光事業を意識していたようだ．
東海自然歩道構想は，県観光課，県教委社会教育課，
青少年センターによって推進２７）されていた．特に
県企画開発部観光課長は，東海自然歩道構想を県下
の観光開発事業として期待２８）していた．昭和 45 年
7 月には、県の観光開発委員会が「岐阜県観光開発
―構想計画報告書Ⅲ２９）」において，東海自然歩道
を県下の観光ネットワーク構築の有効な手段として
位置づけた．先述した自然歩道の一部を観光道路に
作り変える計画に，県も賛同的な姿勢３０）であった
ようだ．このように，岐阜県における東海自然歩道
の構想は観光事業としてのねらいが推進力となって
いたようだ． 
 

4．おわりに 
岐阜県は意欲的に東海自然歩道構想に取り組んで

いた．しかし，必ずしも県のねらい全てが，計画通
りに達成できたわけではなかった．自然歩道の建設
については，県道を利用する歩道となった．公園計
画についても，実現しなかったものがあった．これ
らの要因を整理するために，厚生省の方針転換によ
って，再調査された路線修正を調査し，その路線が
経由する地形や土地利用について把握する． 
岐阜県には観光事業としてねらいがあったようだ．

一方で，県は自然保護に対しても意欲的であり，観
光資源としての意義だけではなかったと考えられる．
そこで観光事業の視点から，期待された自然歩道の
効果や観光戦略について，公園事業の視点から，自
然歩道の自然保護策としての位置づけを明らかにす
る．結果，自然利用策，自然保護策の両面から，県
が独自に考えていた自然歩道の意義を明らかにする． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

図 4 自然歩道に沿って指定された国定公園 
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